
桑発酵茶製造法の検討

・桑発酵茶の開発には凍結発酵法が適していると判明

したが、商品化するにあたり、色、味、及び香りの点

で改善が必要だった。紅茶特有の赤茶色を呈しながら

も，特有の味および香りを有する美味しい桑発酵茶の

開発を目的とし、時間や温度の発行条件、製造工程な

ど製造方法の見直しを行った。

・発酵時間の違いによる色の変化は微々たるものなの

で、より長い時間発酵しても紅茶のような赤茶色を呈

することはないと考えられる。
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